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ヘッドライン　化学教育の「高大ギャップ」を考える
　現在の高校化学と大学化学の間にはカリキュラム上に少なからぬギャップがあり，現代の
化学を効率的に学修する上での 1つの障壁になっている。そのギャップを埋めるためには，
どのような内容・方法における指導が可能か？現状で大学初年次に量子化学ベースの原子構
造・結合や化学熱力学を扱う際の問題点や工夫，量子化学の前段階として高校側で導入可能
な方法，高大双方での有機化学電子論と反応機構の扱いならびに実験とレポート作成におけ
るポイントなどの観点から論じる。
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人工細胞の化学 豊田太郎
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次号ヘッドライン 生命に挑む化学

　慶應義塾大学芝共立キャンパスは，2008 年，共立薬科大学と慶應義塾大学の合
併により誕生し，薬学部の 2年生以上と大学院薬学研究科の学生が学んでいます。
東京タワー至近の都心にありながら，周辺には増上寺や芝公園があり，緑の多い落
ち着いた環境です。1930 年の共立薬科大学創立以来，1万人以上もの薬剤師，薬学
研究者を輩出したこのキャンパスでは，日々，研究室で実験に没頭する学生の姿が
見受けられます。

表紙の言葉　慶應義塾大学芝共立キャンパス 1号館


